
令和８年度霞ヶ浦学講座 

江戸時代の水郷めぐり旅 
～江戸時代の旅日記をたどる～ 

霞ヶ浦は江戸時代の頃には、利根川東遷などにより航路や河岸が整備されま

した。また、鹿島神宮などを巡る「三社巡り」も江戸時代中期から後期にかけて

盛んに行われるようになります。この時期には街道も整備され土浦宿は宿場町

として大きく発展しました。 

鹿島・潮来をはじめ風光明媚で名所の多い霞ヶ浦流域や利根川下流域は、江戸

時代、大人気の旅行先でした。旅人たちはどこを訪れ、何を見てどんなことを感

じたのでしょうか。 

旅人たちが書き残した旅日記から当時の霞ヶ浦の様子をさぐります。 

 

日時：令和８年７月 12日（日） 13:30～15:00 

場所：霞ケ浦環境科学センター多目的ホール     

講師：長谷川良子さん（茨城県立歴史館首席研究員） 

受講料：無料 定員：40 名(要事前申し込み、先着順)      

送迎バス：土浦駅東口 13:00 発（要申込） 

申込方法：以下のいずれかの方法でお申し込みください。 

①右の QR コードからインターネット申込 

URL:https://apply.e-tumo.jp/pref-ibaraki-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=89598 

②E-mail ③FAX ④電話 

メール、FAX の場合は件名に「江戸時代の水郷めぐり旅」と明記の上、氏名、

住所、電話番号、送迎バス利用の有無をお知らせください。 

（個人情報はセンターのイベントに係る事務連絡以外に使用しません。） 

申込先：茨城県霞ケ浦環境科学センター（〒300-0023 土浦市沖宿町 1853 番地） 

     環境活動推進課 担当：小川、毛利 

TEL:029-828-0962 FAX:029-828-0967 メール：k.suishin@pref.ibaraki.lg.jp 


